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様式２ 

学校評価シート（自己評価） 

    金  剛  幼稚園 

 

１、園の教育目標 

 

 心身ともに健康で情操豊かな幼児を育成することを目的とし、 

『じょうぶなからだ、やさしいこころ、きづきとおもい』を教育目標とする。 

 

「じょうぶなからだ」の育成のために 

 幼児の心身の発達と活動の様子をよく理解し、その個人差に応じて適切に指導を行います。 

   ○広い園庭と多彩な遊具を存分に使った自由あそび 

   ○全園児の朝の体操 

   ○専門講師による体育教室での運動感覚づくり 

 

「やさしいこころ」を育成するために 

 基本的生活習慣を身につけ、豊かな心情を育てます。 

   ○子どもの手による栽培の体験 

   ○観劇や視聴覚教材を鑑賞し、美しいものに感動、共感することによる感性の育成 

   ○人、自然との関わり方を学ぶ遊びや環境の設定 

   ○豊かな心を育む、教師や有志のお母さんによる絵本の読み聞かせ 

 

「きづきとおもい」を育成するために 

集団生活に中で、伸び伸びした表現活動を通して豊かな創造性を育てます。 

   ○色々な素材を使った製作や絵画遊びでの表現力の育成 

   ○季節に応じた園外活動での感性の育成 

   ○知につながる気づきを生む教師の仕掛け 

○国際感覚を育てる外国人講師による英会話教室 

 

 

 

２、具体的な目標や計画 

保護者アンケートや教職員の意見や話し合いを基に、評価項目に沿って自己点検、自己評価を行う。 

  職員会議を通して、客観的に自園を見る目を養い、教職員間で目標や課題の解決方法を検討する。 

施設の改善や教育内容の改善の参考にして、改善計画練り全教職員で統一して取り組んでいく。 

 

 

 

 



３、評価項目の取組及び達成状況 

評価項目 結果（※） 結果の理由 

見学の精神や教育目標に基づき 

教育活動や園行事など行うこと 

ができている 

A 

園庭を使っての外あそびを増やし、身体を使っての活動

が時間を多く取ることができた。園庭での活動を通し園

児の心身の発達や集団生活の育成につながった。 

子どもの年齢や実態に合わせ、 

規則正しい生活習慣や集団生活 

での約束などの指導を行う 

B 

子どもの様子、成長段階、時期を見ながら指導をするこ

とができた。子どもたちが楽しみながら学ぶことができる

環境を作り、適切な指導方法で行うことに気を付けた。 

保護者から寄せられた意見や要

望などを把握し、適正に対応して

いる 

A 

保護者アンケート意見を参考に、改善策を検討し実行す

ることができた。また幼稚園としての考えも理解していた

だけるよう努力に務めた。 

あそびを通して工夫したり、協力 

したりする姿が見られる 

 

A 

園目標の「きづき」を育てるため、形のあるものをあたえ

るのでなく、個の発想力やグループで考えて形作る遊び

や活動を多く行うことができた。 

幼児の発達に即した支援や指導 

を計画し、園全体で支援体制を

整えている 

B 

園全体で取り組む意識を強め、担当教員に負担がかから

ないよう努めた。関係施設との連携をより強め対象児童

の成長の手助けになるように努める 

具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理       由 

Ａ 

全教職員が趣旨を理解し、各自適切に自己点検、自己評価に取り組んだ。 

 職員会議でそれぞれの目標や課題の解決方法を検討し、改善のため取り組み出せた。 

 改善するため継続することと新しい指導方法や教育活動をバランスよくも取り入れて 

いくことができた。 

 

 ○結果（※）について   

A 十分達成されている 

B 達成されている 

C 
取り組まれているが、成果

が十分でない 

D 取組が不十分である 

５、今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

支援教育 保護者との話し合いや関係施設と連携をより多く取り、情報交換や教員研修の機会を

設けていく。それを元に園全体で共通認識をして対象児童の成長の手助けになるよう

課題に取り組んでいく。対象児童だけでなく共に過ごす対象クラスの子どもたちも過

ごしやすい環境を作れるように心がける。 

感染症対策 引き続き細心の注意を持って感染予防に取り組んでいく。感染状況により子ども達が

より安全に幼稚園活動が行えるよう臨機応変に対応をしていく。 

 



学校評価シート（学校関係者評価） 

 

      金 剛 幼稚園  学校関係者評価委員会 

日 時 令和６年５月２７日（木） 

  １３：００～１４：００（時間） 

出席者 評価委員（他の幼稚園園長）２人 

  評価委員（元小学校校長） ２人 

評価委員（地域住人）   ３人 

評価委員（保護者）    １人 

 

１．自己評価で設定した目標・計画、評価項目の設定は適切であったか 

目標・計画、評価項目の設定など適切に行われている。 

子ども達の様子や感染症の感染状況などを踏まえ、無理なく実行できるよう取り組んでいってほしい。 

 

 

２．評価結果の内容は適切であったか 

適切な内容です。 

不適切保育の問題など、マスコミで騒がれることがあるが、充分に気を付け、今後も評価結果を生かし

ていってもらいたい。 

 

 

３．今後取り組むべき課題は適切に設定されているか 

適切に設定されている。 

課題を解消できるよう取り組んでいってもらいたい。 

 

 

４．今後取り組むべき課題は適切に行われているか 

子ども達が毎日喜んで幼稚園に通えるよう課題に取り組んでいってほしい。 

特別支援教育など、難しい課題もあるが、課題が少しでも解消できるよう努力していってほしい。 

 

 

 


